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疲労を「正確に」「わかりやすく」
判断分類できるICT技術および
健康管理システムの構築

看護職の睡眠と疲労・
バーンアウトの関連検証

疲労度・バーンアウトを判
別するアルゴリズムの確立

健康管理クラウドサービスの有効性を実証する：効果と実用化の可能性

研究目的：地域医療の質向上を目指して、看護職の疲労に関する感覚を可
視化するＩＣＴ技術を構築し、健康管理のためのクラウドサービス
の有効性を実証する。
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①個人の健康サポート：自分の健康に気づき、健康を維持することがキャリアの向上につながる．
②組織のマネジメントサポート：看護職離職率の低下により、医療の質が向上する．

【成果と意義】

人間の感覚をＩＣＴ技術で可視化クラウドサービスの活用

ロジックの再
構築

健康状態を予知する健康・
労働環境の指標の可視化

【研究開発のプロセス】

クラウド

クラウドサービスの活用と実証実験
・地域病院・大学病院との連携
・看護協会との協働

ウェアラブル

ビッグデータ分析

看護職の健康管理
クラウドサービスの開発

横断調査（1461名）

研究開発の内容

http://jpn.nec.com/bigdata/example/index.html


研究開発の内容：看護職の健康管理クラウドサービスの開発
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研究開発の成果：交代制勤務に従事する看護職のバーンアウト
と離職を予測する北大版アルゴリズム

看護職の離職予測：判別検出率80％↑

睡眠、ストレス対処能力、
環境要因などで構成

1）ぜひ実用化してほしい
2）アルゴリズムの構成要素が妥当
3）新人看護師などへの夜勤前の
睡眠教育に運用することが可能
4)他の医療･介護従事者などにも
対応ができる可能性があるなど
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今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み

本事業を基盤として、このアルゴリズムによる判定結果に対
応した行動変容教育プログラムを構築・展開・評価を行う。
本クラウドサービスを展開することで、看護職の健康向上お
よび看護職の離職において発生するコスト（教育費・労働力の
損失・有能な人材の流出等）の低減に寄与し、人々への更な
る医療サービスの拡大と質向上が期待できる。

本プログラムが利活用できるサービスモデルを創り上げる
ことで、他の職種への使用可能性を拡大できる。


